
支援力アップ塾

～３回連続講座～

ケース検討・お試しゼミ

●対象　　　地域住民やボランティア、市民活動団体とともに地域づくりをすすめる組織のスタッフ
　　　　　　　　　　たとえば、ボランティア・市民活動センター、社会福祉協議会、国際交流協会、
　　　　　　　　　　まちづくりセンターなどの中間支援組織ほか、地域包括支援センター、福祉施設などのスタッフ

 　　　　　　その他、相談活動に携わるNPOの方、関心のある方

●定員 　　　６名 　　〈定員になりしだい締切ります〉

●参加費 　　３回まとめて  ６０００円

●申込は
こちらから→

ケース検討って何するの？
　ケース検討は、受けた相談や事業の企画などを
複数で意見を出し合い、多様な視点からよりよい
解決策を見つけ出す手法です。
　本講座では初回に事例提供者をお招きし、はじ
めての方もケース検討を体験しながら学べます。
持ち寄るケース（具体的な事例）のない方も大歓
迎。課題へのかかわり方、背景の読み解き方など
理解を深める機会としてください。みなさんのご
参加をお待ちしています。

●会場：
東京ボランティア・市民活動センター
　　　　　　　　　　10F会議室

さん

都内の社会福祉協議会で22年間ボランティアコーディネーターとして勤務。
2001年日本ボランティアコーディネーター協会創設時からメンバーとして関わ
る。現在は各地の社会福祉協議会等主催の研修講師として活躍。社会福祉士。

唐木 理恵子
認定NPO法人日本ボランティアコーディネーター協会運営委員

●講師

地域の課題を解決しよりよい地域づくりを進めるために＿  。支援力アップ塾は、地域のさまざまな主体をつなぐコーディ
ネーターのみなさんが「悩みや知恵を持ち寄り、互いに聴き合い、ともに解決の糸口を考える」出会いと学びの場です。

事例提供者　 伊藤真理子さん（国立市社会福祉協議会）

『外国にルーツのある子どもにかかわる』
幼児期に母親と来日した小学1年のAくん。入学したも
のの授業についていくのが難しくなり、地域の学習支
援の活動『Hの会』に参加。日本語力の不足に加え他
の問題もみえてきたAくんに対し、どのようなサポー
トができるでしょうか。

●初回に取り上げるケース

①１１月２１日（木） 1４時～１７時
●開催日: 

受講生
募集中

●主催/お問合せ
東京ボランティア・市民活動センター

〈アップ塾担当〉 Tel:03-3235-1171　
e-mail:im@tvac.or.jp　

②１２月１９日（木） 1５時～１７時

③ １月１６日（木） 1５時～１７時
2025年

　原則3回とも参加

⁂お申込時の個人情報は本研修の運営（研修にて用いるグループ用名簿の作成等）および他研修の周知の際に使わせていただきます。


